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北　星　論　集（文） 　第 57 巻　第２号（通巻第 71 号）
65 ここで改めて，「憲法改正論争事態」の意義を，
佐貫浩の簡潔な定義から再確認しておこう。
それは，「最も根源的な意味において，主権者
が，どんな法規範を政府と権力に課すべきか
をあらためて議論し再決定していく期間を意
味する。だからこそ，権力はそのための国民
的な知的な探究の自由（学問の自由），学習の
自由の過程に対して，干渉しないという意味
での中立の規範を守らなければならない」。
　（注15）の佐貫，前掲論文，19頁を参照。
